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配
信
の
見
方

スマホの場合は
こちらのQRから

２つの委員会の映像配信を
始めます

　町議会では、住民の皆さまに議会をより身近に感じてもらえるよう、総務事業常任委員会と民
生教育常任委員会について、６月開催のものから録画映像の配信を始めます。
　これまでから、本会議の生中継や録画映像の配信、そして予算決算常任委員会の録画映像の配
信をおこなっていますが、ご覧になられたことはありますか？
　委員会では、議案審査や事業の報告を受けています。皆さまの生活に関わる内容もありますの
で、ぜひご覧ください。

①「久御山町議会
をクリック」

②「議会インターネット
放送」をクリック

③「インターネット生
中継・録画配信」を
クリック

④いろんな検索方法が
あります
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●●●●●●●●●●●●ぜひ見てね！●●●●●●●●●●●●

〔本会議〕
議案の審議をおこない、議会の意思決定をする場です。
【映像配信】生中継及び録画映像の配信

〔議会運営委員会〕
議会運営における様々な事項を調査・審査し、決定します。
【映像配信】なし

〔予算決算常任委員会〕
町（行政部局）の予算や決算についての議案の審査をおこないます。
【映像配信】録画映像の配信

〔総務事業常任委員会〕
町（行政部局）から事業内容の報告を受けたり、議案審査や独自調査をおこな
います。
【対象分野】まちづくり、環境、防災、上下水道、税金など
【映像配信】録画映像の配信

〔民生教育常任委員会〕
町（行政部局）から事業内容の報告を受けたり、議案審査や独自調査をおこな
います。
【対象分野】暮らし、教育、子育て、福祉、健康など
【映像配信】録画映像の配信

〔広報広聴委員会〕
議会だよりの編集・発行をはじめ、議会モニター制度の運営、地域懇談会「ほん
わかせっしょん」の企画・運営をおこないます。
【映像配信】なし
※録画映像は、編集作業終了後に配信します。

町議会がおこなっている会議と、その映像配信について
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心躍る・わくわく予算
　　  令和７年度予算可決

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
７
年
定
例
会
１
月
特
別
会
議
を
１
月
21
日
に
開
会
し
、
町
長
か
ら
入
湯
税
に
か
か
る
条
例
制
定
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
会
議
を
２
月
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日
に
開
会
し
、
町
長
か
ら
令
和
７
年
度
当
初
予
算
や
令

和
６
年
度
補
正
予
算
、
条
例
制
定
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改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
４
会
派
、
一
般
質
問
で
は
７
議
員
が
施
政
方
針
や
町
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
当
初
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
や
人
事
、
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
に
つ
い
て
は

７
ペ
ー
ジ
、
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
８
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

全世代・全員活躍
まちづくりセンター
整備事業
（建物整備工事等・施設備品購入）
　全世代・全員活躍まちづくりセンター（グランハット）の建設工
事を昨年度に引き続き実施する。施工に当たり、工事監理及びその
支援業務を委託する。併せて、開館に向けて施設備品を購入する。

7億53万円
一部国、府補助

Ｑ 昨年度から引き続いて今年度も工事をされているが、現在
の工事の進捗は。

Ａ ３月現在、基礎の鉄筋を組む作業中である。

定例会
３月会議

１月
特別会議
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都市計画推進事業（みなくるタウン整備関連、
土地区画整理事業補助金、住生活基本計画策定）
　第５次総合計画及び都市計画マスタープランに産業立地促進ゾーン及び住街区促進ゾーンとして位置づけられ
ている新市街地（みなくるタウン）において、土地利用の促進を図るとともに、環境面や安心・安全を意識した
まちづくりを推進することで、持続可能な町政運営に寄与する。また、令和７年度の「住生活基本計画」策定に
向けて進めていく。

Ｑ 土地区画整理事業費補助金の詳細は。

Ａ 第１期整備地区、第２期整備地区の組合に対する補助金である。

3億3,638万円
一部国庫補助

中央公園拡充整備事業
　町の中心的な公園として機能充実を図り、人と人とがつながる公園づくりを進める。
　まちのにわ構想推進のため、地域主体によるイベント開催支援をおこなうとともに、
リニューアルに係る設計・整備工事を実施する。

Ｑ 中央公園グラウンドの代替施設は。また、代替施設利用料等補助とは。

Ａ 洛南浄化センターや府民スポーツ広場（みどりが丘）。補助については、スポーツ協
会に対してであり、利用時期などの聞き取りを踏まえ、中央公園グラウンド利用料と
の差額に対して補助をする。

1億581万円
一部国庫補助

消防広域化推進事業（消防指令センター共同整備負担金）
　消防力の強化と行財政運営の効率化を図るため、消防広域化を検討する。
　京都府南部消防指令センターの共同運用に向けて、消防指令システム等の整備を実施する。

Ｑ 指令センターの共同運用によってどのようなメリットがあるのか。

Ａ AI技術を用いた119番通報の音声認識テキスト化機能。
また、各消防本部の出動状況が色分けにより、リアルタイ
ムで把握可能。このような新しい技術により、迅速な消防
相互応援が可能となる。

7,865万円

こども園・小・中学校給食運営事業（給食費無償化）
　保護者から実費徴収している給食費を無償化する。また、学校独自の会計で管理してい
る小学校・中学校の給食費を公会計化し、町の一般会計予算に計上し管理することにより、
学校給食事務に関わる教職員の負担軽減を図る。

Ｑ 教職員の負担軽減とは。

Ａ 学校給食会計が私会計から公会計になり、徴収する事務、
滞納で督促をする事務、給食材料費を支払う事務などが軽
減される。

9,757万円
一部府補助

※画像はイメージ
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野菜のまち応援クーポン事業
　久御山町産野菜の購入などに使用できる割引クーポンを全町民に配布する。

Ｑ 全町民が対象なのか。また、どこで使用できるのか。

Ａ 全町民が対象。検討段階ではあるが、町内で久御山産の野菜を
販売しているお店で使える。また、野菜を育てるための資材購
入にも使用できる。

2,720万円
一部国庫補助

みまきっこまんなか応援まちづくり事業
（基本計画策定、整備、推進団体補助）
　「みまきっこまんなか応援まちづくり計画」をもとに、令和７年度から令和９年度にかけて、活動の拠点となる
「みまきっこまんなか応援村」を整備する。

Ｑ 拠点施設についての考えは。

Ａ 地域の方のお声を聞いて、未就学の子どもが遊んだり、中学生が集まったりできるよ
うなものにしていきたい。住民の方と話をしながらどのようなものが良いかを考え、
規模や施設も考えていく。

2,111万円
一部府補助

小学校施設維持管理事業
（３小学校体育館空調設備等設置工事設計、
３小学校体育館用大型気化式冷風機借上）
　３小学校の体育館において、空調設置のための設計業務をおこなうとともに、空調設置までの期間の熱中症対策
として、体育館用大型気化式冷風機を借り上げ、各校２台を配置する。

Ｑ 空調はいつできる予定なのか。

Ａ 令和７年度は設計であり、令和８年度が工事となるが、令和８年の夏には間に合わな
い。3校あるので1年かかっての工事となる予定である。それまでの間、体育館用大
型気化式冷風機を借り上げ、利用する。

1,735万円

宇治川高台整備促進事業（かわまちづくり計画策定）
　宇治川左岸西一口地域において、防災機能と地域の新たなにぎわいの創出につなげる
機能を持つ拠点として活用するため、令和６年度に策定のかわまちづくり構想を基に、
令和７、８年度の２カ年で「かわまちづくり計画」を策定する。

Ｑ 検証実験とはどのようなものか。

Ａ ワークショップを開催する中で、住民の方々からアイ
デアを募っている。それらのアイディアについて実験
をおこない、今後何ができるかを検討していきたい。

1,653万円
一部国庫補助
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Ｑ 納入された入湯税をどのよ
うに使用するのか。

Ａ 明確には決まっていないが、
観光関係としてクロスピア
くみやまや、旧山田家住宅、
また消防関係の施設整備な
どに使用する。

議案14号　令和７年度一般会計予算 ※賛成反対両方の討論があったものを抜粋で紹介します

賛
　
　
成

職
員
不
足
を
解
消
し
、事
業
の
民

間
委
託
を
や
め
る
こ
と

巽
　
悦
子

　
以
下
の
点
は
、認
め
ら
れ
な
い

た
め
反
対
す
る
。①
住
民
の
理
解

も
得
て
い
な
い
北
陸
新
幹
線
南
部

ル
ー
ト
の
建
設
促
進
同
盟
会
負
担

金
②
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③
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反
　
　
対
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算
額
98
億
円
を
超
え
る
積
極
的

な
予
算

濱
口
　
隆
志

　
全
国
一
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の
子
育
て
環
境
を
め

ざ
し
た
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
に

よ
る
子
育
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援
を
は
じ
め
、高

齢
者
支
援
、防
災
力
強
化
、農
業
振

興
な
ど
、様
々
な
重
点
的
課
題
に

予
算
配
分
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

建
築
工
事
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、決
し
て

立
ち
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。

討論

１月特別会議

　町内にホテルルートイン京都久御山がオープンしたことにより、同ホテルが天然温泉（町外からの運び湯）を有
することから、同ホテルが入湯税（１人１日150円）を入湯客から徴収し、本町に納入することになった。その入
湯税を効率的・効果的に活用する入湯税管理基金を設置するための条例を制定。

※こちらの採決結果及びその他の条例などについては
　P.10の採決結果をご確認ください

補正予算
年度末に向けた事業進捗・実績見込みなどに伴う歳入歳出の補正。
２億9,030万円を減額し、総額105億6,367万円としました。

人　　事

条例制定・改正
・刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定
・市田・林・佐古地区地区計画区域内における建築物の制限に関する条例制定
・東一口モタレ・市田南観世地区地区計画区域内における建築物の制限に関する条例制定
・東一口東島・モタレ地区地区計画区域内における建築物の制限に関する条例一部改正
・国民健康保険税条例一部改正
・議会の個人情報の保護に関する条例一部改正（議会運営委員会から提出）　　　など計19議案

◆副町長

中村  繁男 氏（再任）
なかむら しげお

◆人権擁護委員

川﨑  治道 氏（新任）
かわさき はるみち

◆公平委員会委員

木下  康光 氏（再任）
きのした やすみつ

辻　  嘉一 氏（再任）
つじ よしかず

入湯税管理基金条例制定
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　総務事業常任委員会は、久御山町消防本部に出席を求め、「消防体制について」の調査を、消防庁舎の
現地視察も兼ねておこないました。

◇
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例

◇
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

◇
ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築
の
規
制
に
関
す
る
条
例

◇
暴
力
団
排
除
条
例

◇
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

◇
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

Q
　
区
域
に
お
け
る
地
権
者
の
同
意
は

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

A
　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
の
説
明
会

な
ど
で
説
明
し
、
周
知
を
し
て
い

る
。

Q
　
制
限
を
受
け
な
い
建
築
物
の
う
ち
、

「
町
長
が
認
め
た
も
の
」
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

A
　
営
利
を
主
目
的
と
す
る
飲
食
店
で

は
な
く
、
事
業
所
内
で
の
有
償
・

無
償
を
含
む
社
員
食
堂
の
よ
う
な

も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

休会中の事務調査 久御山町消防体制について １月27日

■久御山町消防の沿革と人員体制
　久御山町が誕生した昭和29年に、久御山町消防団規
則が制定され、久御山町消防団が２分団制、団員数
181名の体制で発足する。町人口が１万人を突破した
昭和47年には、「久御山町消防本部設置条例」が制定
され、当時助役の西尾佐一氏を初代消防長として、消
防本部を任意設置、昭和49年６月、久御山町消防本部
に久御山町消防署が設置されたことにより、消防本
部・署が正式に発足した。
　昭和51年には、現在の消防庁舎が事業費１億6,750
万円で竣工され、人口が１万9,136人のピークを迎え
る昭和60年を経て、平成４年に「救急救助係」を設置
し、現在の３課６係体制が確立した。
　阪神淡路大震災後には地域社会の防災課題が露呈し、
消防団においても予防活動・広報活動・救護活動等の
充実に、組織運営の必要性が高まり、本町においても
10名で構成された「女性消防団」が発足。これにより、
久御山町消防団の定数は現在の195名となっている。
■消防機材
　令和６年現在、消防ポンプ自動車をはじめとして、
高規格救急車等、消防車両８台が配置され、消防団に
は、小型消防ポンプ11台、搬送車10台を配置して災害

対応の備えとし、初期消火設備として管内121カ所
に消火栓ボックスを設置している。
■質疑応答
Q　消防団員はどのように勧誘しているのか。
A　各部地域での声掛け、広報くみやま、自治会長会、
団員による勧誘活動を実施している。

Q　消防の広域化はどうなっているのか。
A　広域化は難しい現状で、国からの施策にあるよう
に、指令業務の共同運用を進めている。

議
案
第
21
号
　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
22
号
　

市
田
・
林
・
佐
古
地
区
地
区
計
画

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

受
刑
者
の
処
遇
を
一
層
充
実
さ
せ
、
立
ち

直
り
を
後
押
し
す
る
た
め
の
諸
制
度
を
導

入
。
懲
役
・
禁
錮
を
廃
止
し
、
拘
禁
刑
を

創
設
す
る
も
の
。

　
改
正
に
伴
い
、
久
御
山
町
で
は
７
つ
の

条
例
が
一
部
改
正
の
対
象
と
な
る
。

　
同
地
区
が
令
和
６
年
12
月
に
市
街
化
区

域
に
編
入
を
認
め
ら
れ
、
建
築
物
等
の
用

途
な
ど
を
制
限
す
る
地
区
計
画
を
策
定
し
、

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

制
定
。

　

３
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
に
14
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

２
議
案
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

　

（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総務事業
常任委員会

３月５日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金

くみやま 議会だより　No.178 （8）



　旧山田家住宅保存活用計画検討委員会委員長
の清水重敦京都工芸繊維大学教授より、旧山田家
住宅保存活用基礎調査結果について説明を受けた。

　
Q
　
保
険
税
率
改
正
に
よ
り
、
公
正
な

負
担
と
な
る
の
か
。

A
　
所
得
水
準
に
応
じ
た
改
正
に
な
る

と
考
え
る
。

Q
　
医
療
分
が
標
準
税
率
に
近
づ
い
て

い
る
と
、
今
後
４
年
間
の
引
き
上

げ
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

A
　
京
都
府
の
標
準
税
率
は
、
毎
年
上

が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
は

わ
か
ら
な
い
。

Q
　
長
い
目
で
見
て
も
、
柔
軟
な
職
員

配
置
は
さ
れ
な
い
の
か
。

A
　
今
後
、
セ
ン
タ
ー
が
町
内
２
カ
所

と
な
れ
ば
、
兼
務
の
対
応
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
当
面
は
現
状
と
す
る
。

休会中の事務調査 久御山町の文化財について～令和５年度旧山田家住宅保存活用基礎調査について～ １月28日

議
案
第
28
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
31
号

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

の
増
加
に
よ
り
、
京
都
府
へ
の
納
付
金
が

上
昇
の
一
方
で
、
そ
れ
を
支
払
う
被
保
険

者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
財
源
不

足
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
税
率
の
据
え

置
き
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
京
都
府
が
示
す
標
準
税
率
に
近
づ
け
る

た
め
、
保
険
税
率
の
改
正
を
お
こ
な
う
。

　
「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
」
に
よ
る
条
例
改
正
。

　
改
正
内
容
は
、
町
内
の
複
数
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
兼
務
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
久
御
山
町
は
、
町
内

に
１
カ
所
の
た
め
、
兼
務
は
な
い
。
ま
た
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
の
数
は
決
ま
っ
て
い
る
。

１、歴史・生活調査
２、旧山田家住宅建造物調査
３、周辺環境調査

　清水教授は、どのように守り、活用するのかを考
える前に、山田家住宅は、どんな特徴をもったもの
なのか、東一口地区がどのような特徴をもつのかを明
らかにしないと、前に進むことができないと考え、
まずは、山田家住宅の建造物としての特徴を調査
（東一口集落の中の山田家の位置）、さらには、東一
口がどんな特徴をもつ集落なのかも調査をおこなっ
たという。

令和５年度、町が調査依頼したのは

旧山田家住宅と東一口集落の特徴を
明らかにしないと…前には進めない

　清水教授は、山田家住宅の価値もさることながら、
東一口集落は、現在の町並みを見ても、非常に素晴
らしいものがあると感じていると述べ、その特徴と
して、以下の２点を示した。
　①通りに沿い、主要な道路が２本ある。
　②この集落は、町家の集落ではなく、基本的には
　　農家の造りに近い。
　さらに、山田家住宅も含め、東一口の古民家の多
くは２階建てだが、２階がごくごく低く、人が立つ
と頭が当たってしまう中二階がある。通常、厨子二
階といい、稲藁や柴といったものを上げておく場所
があったので、この時点で漁村ではないと感じたと
述べておられる。

「漁業集落らしさがない」
「このギャップはどこからくるのか？」
が、東一口の集落調査の出発

しば

つ し

　

３
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委

員
長
）
に
４
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

２
議
案
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

大池堤（豊臣秀吉により太閤堤の一環として築堤）の上に立ち並ぶ東一口

民生教育
常任委員会

３月６日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■賛否が分かれた議案
１月特別会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子
×
×
×
×

×
×
×
×

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

※
※
※
※

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

－
－
－
－

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

可決
可決
可決
可決

入湯税管理基金条例制定 
議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正
常勤の特別職の給与に関する条例一部改正
町税条例一部改正 

条例

■全員賛成の議案
職員の給与に関する条例一部改正

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例一部改正

条例

一般会計（第６号） 
国民健康保険特別会計（事業勘定）（第２号） 
介護保険特別会計（第３号） 
水道事業会計（第３号） 
下水道事業会計（第３号） 

６年度
補正予算

■全員賛成の議案
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
副町長の選任同意
公平委員会委員の選任同意
議会の個人情報の保護に関する条例一部改正
三郷山財産区特別会計

人事

委員会提出

職員の勤務時間、休暇等に関する条例一部改正
職員の旅費に関する条例一部改正 
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例一部改正 
老人医療費の支給に関する条例一部改正 
道路占用料条例一部改正 
布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例一部改正 
公共下水道使用料徴収条例一部改正 
消防団員等公務災害補償条例一部改正 
非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例一部改正 

条例
国民健康保険特別会計（事業勘定）（第３号）
三郷山財産区特別会計（第２号） 
介護保険特別会計（第４号） 
後期高齢者医療特別会計（第２号） 
水道事業会計（第４号） 
下水道事業会計（第４号） 

６年度
補正予算

７年度
当初予算

■賛否が分かれた議案
３月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子
×
×
×
×
×
×

×

×

×

×

×
×
×

×

〇
×

×
×
×
×
×
×

×

×

×

×

×
×
×

×

×
×

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

○
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

×
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

※
※
※
※
※
※

※

※

※

※

※
※
※

※

※
※

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決
可決

一般会計 
国民健康保険特別会計（事業勘定） 
介護保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
水道事業会計 
下水道事業会計 

町税条例及び都市計画税条例一部改正
国民健康保険税条例一部改正 
包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例一部改正

水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例一部改正 
一般会計（第７号） 

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例制定 
市田・林・佐古地区地区計画区域内における建
築物の制限に関する条例制定 
東一口モタレ・市田南観世地区地区計画区域内
における建築物の制限に関する条例制定 

東一口東島・モタレ地区地区計画区域内におけ
る建築物の制限に関する条例一部改正 

行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例一部改正 

７年度
当初予算

６年度
補正予算

条例
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各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、代表質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。※印の質問事項は紙面の都合上掲載されておりません。録画映像をご覧ください。

質問者 質問項目 ページ

定例会３月会議では、町長の施政方針演説を受けて、４人の議員が会派を代表して代表質問を
おこないました。

４
会
派
が
町
政
方
針
を
問
う

代表質問

令和７年度　各分野の重点施策〔町長の施政方針より〕
①魅力と個性にあふれた強い産業の育成
②人と企業が定着したくなる基盤の整備
③安心して子どもを産み、育てられる環境づくり
④地域の力を結集した教育の推進
⑤人と人がふれあい、尊重し合う心の育成

⑥誰もが住みなれた場所でいきいき暮らせる
　地域づくり
⑦地域ぐるみの安全・安心のまちづくりの推進
⑧地域力を生かした協働のまちづくりの推進
⑨健全で安定した行財政運営の継続

①第５次総合計画の進捗と第６次総合計画策定　
②施政方針
③北陸新幹線延伸

P12内田　孝司 議員
くみやまみらい
うちだ たかし 一括

質問

①施政方針
②人口減少 P13戸川　和子 議員

公明党議員団
とがわ かずこ 一括

質問

①『全国一番の子育て環境のまち』
②『グランハット』グランドオープン P14樋口　房次 議員

＠くみやま
ひぐち ふさつぐ 一括

質問

①保険・医療
②上下水道事業
③新市街地整備地区計画における計画的土地
　利用
④公共交通 ※
⑤消防の広域化 ※
⑥仲よし学級の民間委託に向けての準備 ※

P15巽　　悦子 議員
日本共産党議員団
たつみ えつこ 一括

質問

（代表質問は全て一括質問でおこなわれます）

くみやま 議会だより　No.178（11）



い
と
思
う
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
、
様
々
な
機
関
、
役
場
職
員
の

意
見
を
広
く
聞
き
、
課
題
の
整
理
や
施

策
を
検
討
の
う
え
、
実
直
に
進
め
る
。

　

職
員
一
丸
で
、
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
に
携
わ
り
、
住
民
、
事
業
者
と
思

い
を
一
つ
に
計
画
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
本
町
で
は
、
高
低
差
を
カ
バ
ー
す
る
、

真
空
ポ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
整
備
さ

れ
て
、
今
年
で
耐
用
年
数
の
15
年
を
迎

え
る
。

　
真
空
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

故
障
も
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
持
っ
て
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
中
で
、
更
新
を
し
て
い
く
の
か
。

　

真
空
ポ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
設
置

後
14
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
電

気
・
機
械
設
備
な
ど
の
大
規
模
更
新
が

　
第
５
次
総
合
計
画
の
達
成
状
況
に
つ

い
て
「
満
足
度
は
と
り
わ
け
高
い
が
、

課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
や
少
子
化
対

策
、
自
治
会
の
加
入
率
減
少
、
人
と
人

と
の
交
流
機
会
の
減
少
」
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け

た
町
長
の
意
気
込
み
は
。　
　
　
　
　

　
　
　

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
予
測
さ
れ
る
が
、
夢
と
希
望
が
あ
ふ

れ
、
働
く
世
代
が
今
後
も
住
み
続
け
た

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
詳
細
設
計
の
中
で
、
さ
ら
に

事
業
費
を
精
査
し
、
来
年
度
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
改
定
す
る
と

と
も
に
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
今
後

の
下
水
道
施
設
の
改
築
・
修
繕
な
ど
の

事
業
を
推
進
す
る
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
で
は
、
明
か

り
区
間
と
し
て
、
地
上
を
新
幹
線
が
通

る
こ
と
で
、
住
宅
街
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
ま
た
、
車
両
基
地
が
で
き
る

こ
と
に
よ
る
治
水
へ
の
影
響
が
、
町
の

存
亡
に
関
わ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
、
大
き
な
課
題
が
出
る
も
の
と
懸
念

す
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

国
か
ら
町
へ
の
事
前
連
絡
は
な
い
が
、

ル
ー
ト
案
は
、
町
内
を
北
か
ら
南
に
通

り
抜
け
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、

土
地
利
用
や
経
済
面
で
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
、
主
に
土
地
利
用

計
画
は
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
上
位
計

画
で
あ
る
次
期
総
合
計
画
策
定
の
中
で
、

大
枠
を
決
定
し
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

事
業
環
境
部
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

下
水
道
真
空
ポ
ン
プ
シ
ス

テ
ム
の
更
新
の
方
向
性
は

Q
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
改
定
し
事
業
推
進

A ◆
施
政
方
針

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の

影
響
は

Q
土
地
利
用
や
経
済
面
で

大
き
な
影
響
が
あ
る

A ◆
北
陸
新
幹
線
延
伸

第
６
次
総
合
計
画
策
定
に

向
け
町
長
の
意
気
込
み
は

Q
職
員
一
丸
と
な
り
、計
画

づ
く
り
に
邁
進
す
る

A ◆
第
５
次
総
合
計
画
の
進
捗
と
第
６
次
総
合

　
計
画
策
定
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木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
耐
震

改
修
補
助
金
を
拡
充
し
、
改
修
を
促
進

す
る
と
あ
る
が
、
補
助
額
と
、
そ
れ
は

何
件
分
な
の
か
。

　

本
格
改
修
で
１
５
０
万
円
を
５
件
、

簡
易
改
修
で
40
万
円
を
５
件
、
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
設
置
で
30
万
円
を
１
件
、
合

計
９
８
０
万
円
。

　
耐
震
費
用
に
平
均
７
８
０
万
円
程
度

が
必
要
な
中
、
１
５
０
万
円
の
補
助
で

は
少
な
す
ぎ
る
。

　
町
の
補
助
金
増
額
の
考
え
は
。

　

確
か
に
費
用
が
高
く
な
り
、
一
旦
躊

躇
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
が
、
個
人
資
産

な
の
で
、
全
額
補
助
に
は
課
題
が
あ
る
。

　

国
の
動
向
、
府
と
の
連
絡
調
整
を
し

な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

　
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
発
生
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
地
震
に
よ
る
死
者
の
多
く
が
建
物
倒

壊
に
よ
る
圧
死
が
多
い
こ
と
か
ら
、
家

屋
倒
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
、
被
害
を
少
し

で
も
少
な
く
す
る
方
法
だ
と
思
う
が
、

今
ま
で
の
耐
震
化
実
績
は
。

　

令
和
５
年
度
ま
で
の
実
績
で
、
本
格

改
修
と
簡
易
改
修
合
わ
せ
て
46
件
。

　
本
年
度
予
算
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
、

　
女
性
消
防
職
員
の
採
用
は
。

　

消
防
職
員
の
募
集
は
他
の
職
種
と
同

様
、
性
別
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
実
施

し
て
い
る
。

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
く
中
で
、
男
女
問
わ
ず
職
員
の

採
用
に
努
め
る
。

　
本
町
で
は
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

特
に
出
生
数
の
減
少
が
多
く
、
４
年
連

続
80
人
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
対
策
は
。

　

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
た
い
と
思
わ

れ
る
方
々
が
不
安
な
く
、
出
産
・
子
育

て
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
多
角
的
に
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
町
の
子
育
て
の
環
境
や

支
援
に
満
足
度
が
高
い
方
の
割
合
が
、

就
学
前
児
童
の
保
護
者
で
大
幅
に
上
昇

し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

　

今
後
、
策
定
中
の
こ
ど
も
計
画
に
基

づ
き
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
出
生

率
が
増
加
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
。

　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
で
、
住
街

区
促
進
ゾ
ー
ン
は
、
地
権
者
と
の
合
意

形
成
を
図
る
中
、
緑
や
農
地
と
調
和
し

た
魅
力
あ
る
住
街
区
づ
く
り
の
推
進
や

防
災
と
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
時
代

の
モ
デ
ル
と
な
る
住
宅
市
街
地
の
形
成

を
め
ざ
す
と
あ
る
。

　
具
体
的
に
い
つ
か
。

　

令
和
12
年
に
人
口
１
万
６
５
０
０
人

を
め
ざ
し
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に

し
っ
か
り
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
取
り
組
む
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

今
ま
で
の
耐
震
化
実
績
は

Q
本
格
改
修
と
簡
易
改
修

合
わ
せ
て
46
件

A ◆
施
政
方
針

出
生
数
減
少
対
策
は

Q
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み

引
き
続
き
努
力
す
る

A ◆
人
口
減
少

総
務
部
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

ち
ゅ
う

ち
ょ
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た
い
。

　

策
定
中
の
「
久
御
山
町
こ
ど
も
計

画
」
の
基
本
理
念
と
す
る
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か　

み
ん
な
の
声
が
響
く　

く
み

や
ま
」
を
め
ざ
し
、
久
御
山
町
に
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
人
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
。

　
「
久
御
山
町
こ
ど
も
計
画
」
で
は
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
触
れ
ら
れ

て
い
る
。
既
に
、
佐
山
、
東
角
校
区
で

は
民
間
で
運
営
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

御
牧
校
区
で
は
「
み
ま
き
っ
こ
ま
ん
な

か
応
援
村
」
と
し
て
町
予
算
で
の
運
営

を
始
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
民
間
の
運
営
経
費
負
担
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

　　

佐
山
、
東
角
校
区
に
つ
い
て
も
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
支
え
る

環
境
づ
く
り
を
す
る
役
割
を
担
う
居
場

所
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
財
政
的
支
援
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
予
算
で
「
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境

の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。
本
町
は
、

子
育
て
環
境
、
教
育
環
境
施
策
で
既
に

近
隣
市
町
の
中
で
も
評
価
が
高
い
。
全

国
一
番
の
意
義
と
効
果
に
つ
い
て
の
考

え
は
。　
　

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
き
た
が
、
出
生
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。　
　
　

　

明
確
な
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
ど

こ
よ
り
も
子
育
て
支
援
に
重
点
を
置
い

て
い
る
こ
と
を
発
信
し
、
気
運
を
高
め

　
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
の
工
事
が
進
ん
で
い

る
が
、
当
初
見
込
み
よ
り
費
用
が
か
さ

ん
で
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
工
事
の

進
捗
と
総
額
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ

た
説
明
を
求
め
る
。

　

令
和
３
年
度
に
、
設
計
、
運
営
の
事

業
者
選
定
を
実
施
。
令
和
４
年
度
に
、

事
業
者
の
提
案
と
設
計
対
話
を
お
こ
な

い
、
住
民
や
利
用
者
参
加
に
よ
る
設
計

を
進
め
た
。

　

令
和
５
年
度
に
、
詳
細
設
計
を
進
め

る
中
、
駐
車
場
整
備
工
事
を
お
こ
な
い
、

令
和
６
年
度
よ
り
建
物
本
体
の
建
設
工

事
に
着
手
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
基
本
設
計
で
、
建
築

費
を
14
億
９
千
万
円
と
積
算
、
さ
ら
に

舞
台
設
備
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
外
構
工

事
な
ど
を
加
え
た
額
に
、
物
価
高
騰
予

測
と
し
て
１
・
１
倍
加
算
し
、
本
体
工

事
費
の
上
限
額
を
29
億
３
千
万
円
と
し

た
。

　

表
層
土
搬
出
の
必
要
が
あ
り
、
土
壌

調
査
の
結
果
、
一
部
で
自
然
由
来
の
基

準
値
を
超
え
る
数
値
を
検
出
、
処
分
費

と
し
て
８
３
８
０
万
９
千
円
を
追
加
計

上
し
た
た
め
、
現
在
の
実
績
総
額
は
、

28
億
２
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
国
の
交
付
決
定
額
は
、

６
億
９
９
５
０
万
円
。
令
和
４
年
度
か

ら
の
補
助
金
合
計
額
は
、
９
億
２
２
１

０
万
円
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
財
源
確
保
と
し
て
、
総
工

費
に
対
す
る
補
助
額
を
最
大
限
獲
得
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
。

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

全
国
一
番
の
子
育
て
環
境

の
推
進
、意
義
と
効
果
は

Q
明
確
な
目
標
で
住
み
た
い

人
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い

A ◆『
全
国
一
番
の
子
育
て
環
境
の
ま
ち
』

グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
工
事
の

建
設
費
総
額
は

Q
29
億
３
千
万
円
、う
ち

国
補
助
９
億
２
２
１
０
万
円

A ◆『
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
』グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
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い
る
。
一
方
で
、
社
会
保
障
制
度
審
議

会
に
お
い
て
は
「
生
活
保
障
の
責
任
は

国
に
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
で
は
「
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
社

会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
責
任
に
つ

い
て
、
国
に
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
社
会
全
体
で

支
え
合
っ
て
、
住
民
一
人
一
人
の
負
担

能
力
に
応
じ
て
保
険
税
を
負
担
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
適
正
な
保
険
税
率
の

設
定
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　　
地
下
水
な
ど
の
汚
染
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
、
こ
の
１
年

間
の
調
査
日
、
調
査
結
果
と
評
価
及
び

見
解
は
。

　
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
基
本

的
な
考
え
方
で
は
、
「
相
互
扶
助
」

「
助
け
合
い
」
に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
　
憲
法
第
25
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
を
国
が
認

め
て
お
り
、
国
と
自
治
体
は
そ
れ
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
「
相
互
扶
助
」
な
の
か
。

　　

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
は
「
相

互
扶
助
」
の
概
念
を
確
か
に
踏
ま
え
て

　　

令
和
３
年
９
月
か
ら
毎
年
１
回
、
原

水
で
あ
る
２
カ
所
の
地
下
水
と
浄
水
で

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
９
月
３
日
実
施
の
水
質
検

査
で
は
、
水
質
管
理
上
の
問
題
は
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
以
前
の
水
質
検
査
結
果

も
暫
定
目
標
値
を
超
過
し
た
こ
と
は
な

く
、
水
質
も
安
定
し
て
お
り
、
現
状
で

は
水
質
管
理
上
の
問
題
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
に
係
る
情
報
な
ど
に
留
意
し
、

適
切
な
対
応
を
お
こ
な
う
。

　

新
市
街
地
整
備
地
区
計
画
に
お
け
る

計
画
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
聞
く
。

　
北
陸
新
幹
線
の
線
引
き
（
ル
ー
ト
決

定
）
が
な
さ
れ
た
時
は
急
遽
、
第
５
次

総
合
計
画
を
変
更
す
る
の
か
。

　　

京
都
府
か
ら
詳
細
な
説
明
も
な
い
と

い
う
中
で
、
そ
れ
に
係
る
影
響
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
ま
だ
説
明

が
な
い
た
め
、
町
と
し
て
明
確
な
答
弁

は
で
き
な
い
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

国
保
健
康
課
長

事
業
環
境
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

医
療
保
険
制
度
、ど
う
し
て

相
互
扶
助
な
の
か

Q
負
担
能
力
に
応
じ
た
適
正

な
保
険
税
率
に
努
め
た
い

A ◆
保
険・医
療

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

調
査
結
果
及
び
評
価
は

Q
現
状
は
問
題
な
い
が
引
き

続
き
適
切
な
対
応
を
す
る

A ◆
上
下
水
道
事
業

北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
決
定

で
第
５
次
総
合
計
画
は

Q
府
か
ら
説
明
が
な
い
中
、

明
確
な
答
弁
は
で
き
な
い

A ◆
新
市
街
地
整
備
地
区
計
画
に
お
け
る
計
画

　
的
土
地
利
用

き
ゅ
う
き
ょ

北陸新幹線南部延伸ルート案では、
町内建設予定の車両基地から町内を
通過することに

令和６年９月３日実施のPFOS、PFOA検査結果
　　　　　　　　　　　　 　（答弁より作成）

佐古浄水場場内の井戸

佐古浄水場場外の井戸

配水管で送り出す浄水

16 ng/L

10 ng/L

7 ng/L

（注）・国の暫定目標値…PFOSとPFOAの合計値を
　　　　　　　　　　50 ng/Lと定めている。
　　・ng（ナノグラム）とは…１gの10億分の１の重さ。
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たつみ えつこ

巽　　悦子
日本共産党議員団

動画はこちら



一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。※印の質問事項は紙面の都合上掲載されておりません。録画映像をご覧ください。

あしだ

①公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団
②議会の議決を得ずに教師用指導書等を購入
　していた事案
③監査委員の選任

P17一問
一答芦田　祐介 議員

ゆうすけ

①援助が必要な方の為のヘルプマーク
②くみやま岡本病院のリハビリテーション病棟
③くみやま岡本病院の地域包括病棟
④通所リハビリセンター ※

P19一問
一答塚本　五三藏 議員

つかもと いさお

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①ヤングケアラー

②学力向上 P21一問
一答

大宮　竹志 議員
おおみや たけし

①本町の社会体育事業 P22

なかの ①小規模事業者の現状
②個人事業者の課題
③事業倒産、廃業防止

P23中野　ますみ 議員 一問
一答

7議員が
登壇 こ

こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

つじ ①自治会活動の現状と自主防災組織
②絆（きずな）再構築予算 P18辻　　　徹 議員

とおる 一括
質問

田井　　稔 議員
たい みのる ①くらしを守る安全・安心のまちづくり

②やすらぎのまちづくり
③まなびと文化のまちづくり

P20一括
質問

一括
質問
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し
い
と
考
え
る
。

　

最
終
的
に
は
司
法
の
判
断
と
な
る
が
、

行
政
実
例
を
見
る
限
り
、
除
斥
さ
れ
る

と
あ
り
、
監
査
事
務
職
員
と
し
て
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　　
一
般
法
人
法
で
は
登
記
事
項
に
変
更

が
生
じ
た
と
き
は
、
２
週
間
以
内
に
変

更
登
記
を
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
役
員

の
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
を
超

え
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
登
記

懈
怠
で
、
一
般
法
人
法
違
反
で
は
。

　

法
律
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
公
益
財
団
法
人
久
御
山
町
文
化
ス
ポ

ー
ツ
事
業
団
（
以
下
「
文
ス
ポ
」
）
の

監
事
を
兼
務
し
て
い
る
代
表
監
査
委
員

が
文
ス
ポ
の
監
査
に
参
与
し
て
い
る
が
、

行
政
実
例
（
昭
和
38
年
11
月
20
日
）
に

は
、
除
斥
さ
れ
る
と
あ
る
。

　
当
該
監
査
行
為
は
、
利
害
関
係
の
あ

る
案
件
を
監
査
で
き
な
い
と
定
め
た
地

方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
２
違
反
で
は
。

　

監
事
は
運
営
側
で
は
な
く
、
運
営
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
地

方
自
治
法
違
反
と
判
断
す
る
こ
と
は
難

　
議
会
の
議
決
を
得
ず
に
、
教
師
用
指

導
書
等
を
購
入
し
て
い
た
法
令
違
反
の

事
案
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
監
査
委
員
の
意
見
書
に
は
、
適
切
に

予
算
執
行
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
な

ぜ
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

　
議
会
の
議
決
を
得
て
い
る
か
ど
う
か

は
監
査
の
着
眼
点
で
あ
り
、
監
査
委
員

と
し
て
注
意
義
務
違
反
で
は
。

　

所
管
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、
教

師
用
指
導
書
等
の
金
額
ま
で
の
記
載
や

説
明
は
な
く
、
全
国
的
に
同
様
の
事
例

も
あ
り
、
議
会
の
議
決
が
必
要
か
ど
う

か
の
判
断
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

財
務
書
類
は
膨
大
で
あ
り
、
一
般
的

に
試
査
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

実
施
し
た
監
査
の
範
囲
で
意
見
を
述

べ
た
も
の
で
あ
り
、
重
大
な
注
意
義
務

違
反
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　
監
査
委
員
は
、
第
三
者
委
員
会
の
委

員
と
同
様
に
強
い
独
立
性
と
専
門
性
の

担
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　
現
在
の
監
査
委
員
は
、
職
員
Ｏ
Ｂ
で

あ
り
、
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
職
員
Ｏ
Ｂ
は
、
監
査
委
員
か
ら
排
除

す
る
べ
き
で
は
。

　

監
査
委
員
が
、
都
市
整
備
部
長
を

「
君
付
け
」
で
、
親
し
げ
に
話
し
て
い

る
の
を
見
た
が
、
役
場
に
対
し
仲
間
意

識
・
古
巣
意
識
が
あ
る
の
で
は
。

　

監
査
委
員
は
、
職
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
た

め
都
市
整
備
部
長
を
君
付
け
す
る
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
豊
富
な
行
政

経
験
を
活
か
し
て
、
公
正
中
立
な
監
査

を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
在
の
監
査
体
制
に
は
何
ら
問
題
が

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

議
会
事
務
局
長
（
監
査
事
務
職
員
）

議
会
事
務
局
長
（
監
査
事
務
職
員
）

議
会
事
務
局
長
（
監
査
事
務
職
員
）

総
務
部
長

文
ス
ポ
の
監
査
に
参
与
し

て
い
る
が
法
違
反
で
は

Q
地
方
自
治
法
違
反
と
の

判
断
は
難
し
い
と
考
え
る

A ◆
公
益
財
団
法
人
久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
事
業
団

監
査
委
員
に
注
意
義
務

違
反
が
あ
っ
た
の
で
は

Q
重
大
な
注
意
義
務
違
反

に
は
あ
た
ら
な
い

A ◆
議
会
の
議
決
を
得
ず
に
教
師
用
指
導
書
等

　
を
購
入
し
て
い
た
事
案

職
員
Ｏ
Ｂ
の
監
査
委
員
に

仲
間
意
識
が
あ
る
の
で
は

Q
監
査
体
制
に
は
何
ら
問
題

が
な
い
と
認
識
し
て
い
る

A ◆
監
査
委
員
の
選
任

け
た
い

く
ん

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

役員の異動日から２週間を超えて登記されている
（文スポの法人登記より）
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の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

主
な
事
例
と
し
て
は
、
夏
祭
り
な
ど

の
季
節
行
事
や
防
災
を
意
識
し
た
行
事

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
が
２
年
目
の
事
業
で
あ

り
、
活
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
声
を
聞
い

て
窓
口
へ
相
談
に
訪
れ
た
り
、
是
非
こ

の
事
業
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た

声
も
聞
い
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
が
、
絆
再
構
築
事
業
の

最
終
年
度
と
な
る
が
、
ま
だ
ま
だ
絆
再

構
築
は
道
半
ば
で
あ
り
、
８
年
度
以
降

も
事
業
継
続
し
、
「
心
が
躍
る
わ
く
わ

く
感
」
を
ず
っ
と
続
け
て
も
ら
い
た
い

が
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で

実
施
さ
れ
て
い
る
絆
再
構
築
事
業
も
令

和
７
年
度
が
最
終
年
と
な
る
。

　
こ
の
２
年
間
の
絆
再
構
築
の
た
め
の

補
助
金
利
用
状
況
や
申
請
窓
口
で
の
評

判
な
ど
は
。

　

地
域
の
絆
再
構
築
支
援
事
業
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
23
件
の
申
請
が
あ

り
合
計
２
８
８
万
円
の
支
援
を
お
こ
な

い
、
令
和
６
年
度
は
、
２
月
25
日
時
点

で
、
32
件
の
申
請
で
合
計
４
１
８
万
円

　

地
域
の
絆
再
構
築
事
業
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
３
年
間
も
人
間
関

係
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

進
行
し
た
期
間
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
５
年
度
の
絆
の
再
構
築
予
算
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
取
り
組
ん
で
き
た
事
業

で
あ
る
。

　

今
後
も
地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
た
め
令

和
８
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
策
定

に
お
い
て
施
策
を
考
え
て
い
く
。

　
自
治
会
加
入
率
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
自
治
会
は
、
災
害
対
応
時
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
る
が
、
直
近
の

加
入
世
帯
数
や
加
入
率
は
。

　

加
入
世
帯
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日

時
点
で
３
２
６
５
世
帯
。
町
の
世
帯
数

は
７
３
９
０
世
帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

加
入
割
合
は
44
・
２
％
。
こ
の
５
年
間

で
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
、
自
治
会

単
位
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
治
会
役

員
は
、
任
期
１
年
で
交
代
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
。
自
主
防
災
組
織
も

１
年
ご
と
に
役
員
が
代
わ
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
自
治
会
と
切
り
離
し
て
自

主
防
災
組
織
を
作
る
こ
と
の
可
否
は
。

　

自
治
会
や
町
内
会
な
ど
既
存
の
組
織

の
中
に
、
自
主
防
災
部
門
な
ど
を
設
け

る
の
が
現
実
的
で
各
自
治
会
で
協
議
す

る
の
が
望
ま
し
い
。

　
１
月
の
防
災
士
資
格
試
験
の
受
講
者
、

受
験
者
の
数
は
。

　

20
名
の
方
が
防
災
士
と
し
て
養
成
さ

れ
た
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

企
画
財
政
課
長

町
　
長

絆（
き
ず
な
）再
構
築

補
助
事
業
の
継
続
は

Q
次
期
総
合
計
画
策
定
で

施
策
を
考
え
て
い
く

A ◆
絆（
き
ず
な
）再
構
築
予
算

自
治
会
と
別
に
自
主
防
災

組
織
を
作
る
可
否
は

Q
自
治
会
等
の
組
織
の
中

で
の
組
織
化
が
現
実
的

A ◆
自
治
会
活
動
の
現
状
と
自
主
防
災
組
織

企
画
財
政
課
長

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

佐山マルシェのステージ

防災士教本

動画はこちら

つじ とおる

辻　　　徹
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献
と
地
域
連
携
は
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。

　
宇
治
市
の
岡
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
所
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
理
学
療
法
士

な
ど
が
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
、
自
立
支

援
を
め
ざ
し
て
地
域
貢
献
す
る
と
記
載
。

　
同
様
の
施
設
開
設
に
向
け
て
交
渉
は

で
き
な
い
か
。

　　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
な
ど
が
心
身
機
能
の
維
持
や
回
復
を

図
り
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

大
変
重
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
の

必
要
性
と
と
も
に
、
く
み
や
ま
岡
本
病

院
に
開
設
の
意
向
を
確
認
す
る
。

　　
障
害
も
高
齢
も
明
日
は
我
が
身
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
東
日
本
大
震
災

が
発
端
で
、
義
足
や
人
工
関
節
の
使
用
、

し
ん
ど
さ
が
外
見
か
ら
で
は
分
か
ら
な

　
町
内
に
介
護
保
険
で
通
所
で
き
る
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が
無
い
こ
と
は
、
必

要
な
時
に
必
要
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

体
制
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
開
設
に
併

せ
て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
設
置

の
予
定
は
あ
る
の
か
。　

　　

今
の
と
こ
ろ
、
開
設
の
予
定
は
な
い
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
順
次
展
開
の
予
定
。

　　
前
理
事
長
発
言
の
、
医
療
で
地
域
貢

い
方
や
妊
娠
初
期
、
難
病
の
方
、
要
支

援
な
ど
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
事
を
知

ら
せ
る
表
示
。
普
及
啓
発
と
配
布
の
意

義
は
。

　　

あ
え
て
口
や
態
度
に
出
さ
な
く
て
も

お
互
い
に
配
慮
し
合
う
、
思
い
や
り
の

心
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
存
在
で
、
支
援
す

る
側
も
さ
れ
る
側
も
負
担
の
少
な
い
関

係
性
が
持
て
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
特
集
ペ
ー

ジ
を
組
み
、
啓
発
に
努
め
る
。

　　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
役
場
へ
取
り
に
来

ら
れ
な
い
方
へ
の
配
慮
と
未
取
得
者
へ

の
対
応
は
。

　　

ケ
ア
マ
ネ
や
ヘ
ル
パ
ー
、
民
生
児
童

委
員
や
ご
家
族
に
も
、
窓
口
で
お
渡
し

で
き
る
。

　

今
後
、
必
要
な
方
の
手
に
届
き
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
荒
見
苑
や
い
き
い
き

ホ
ー
ル
で
配
架
を
検
討
す
る
。

　　
く
み
や
ま
岡
本
病
院
回
復
期
リ
ハ
病

棟
は
脳
梗
塞
な
ど
の
手
術
後
に
、
リ
ハ

ビ
リ
治
療
で
機
能
回
復
が
目
的
。
一
般

の
方
が
飛
び
込
み
で
入
院
は
。

　

急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
患
者
に
対

し
、
各
専
門
職
が
チ
ー
ム
で
リ
ハ
ビ
リ

を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
病
棟
。

　

在
宅
か
ら
直
接
入
院
は
出
来
な
い
た

め
利
用
者
は
限
定
さ
れ
る
。

　
本
町
内
に
在
宅
療
養
者
の
た
め
の
通

所
リ
ハ
事
業
所
な
ど
は
あ
る
か
。

　　

理
学
療
法
士
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
通

所
リ
ハ
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
が
１

カ
所
。
運
動
機
能
訓
練
に
重
点
を
置
い

た
、
半
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
３
カ
所
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

く
み
や
ま
岡
本
病
院
で

通
所
リ
ハ
開
設
の
交
渉
は

Q
く
み
や
ま
岡
本
病
院
に

開
設
意
向
を
確
認
し
た
い

A ◆
く
み
や
ま
岡
本
病
院
の
地
域
包
括
病
棟

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
は

Q
広
報
に
特
集
ペ
ー
ジ
を
組

む
等
普
及
啓
発
に
努
め
る

A ◆
援
助
が
必
要
な
方
の
為
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

く
み
や
ま
岡
本
リ
ハ
病
棟
に

飛
び
込
み
入
院
は

Q
在
宅
か
ら
岡
本
リ
ハ
病
棟
に

直
接
入
院
は
で
き
な
い

A ◆
く
み
や
ま
岡
本
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
病
棟

動画はこちら

つかもと いさお

塚本五三藏

ヘルプマーク
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質
　
問

　

区
画
線
の
引
き
直
し
は
、
令
和
７
年

度
予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
万

円
規
模
の
予
算
を
５
０
０
万
円
に
拡
大

し
、
久
御
山
中
学
校
南
側
の
市
田
・
島

田
線
と
西
一
口
・
島
田
２
号
線
の
約
３

キ
ロ
の
区
間
で
実
施
予
定
で
あ
り
、
積

極
的
に
区
画
線
の
維
持
補
修
に
努
め
る
。

　

農
道
は
管
理
者
で
あ
る
土
地
改
良
区

が
、
今
後
も
維
持
修
繕
を
円
滑
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
に
よ
る
支
援
を
継
続
す
る
。

　

雑
草
対
策
は
、
年
間
２
回
の
草
刈
り

を
実
施
し
て
き
た
が
、
町
道
や
排
水
路

の
管
理
用
通
路
な
ど
、
住
民
の
方
々
が

通
行
さ
れ
る
箇
所
は
、
通
行
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
に
令
和
７
年
度
か
ら
年

間
３
回
実
施
す
る
。

　
経
年
劣
化
で
道
路
の
ひ
び
割
れ
や
凸

凹
、
区
画
線
の
白
線
が
薄
く
消
え
か
け

て
い
る
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

快
適
な
道
路
環
境
の
維
持
を
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　
夏
場
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
道
路
の

見
通
し
も
悪
く
な
り
、
交
通
事
故
の
お

そ
れ
も
あ
る
。
町
道
の
夏
場
の
除
草
は

毎
月
実
施
で
き
な
い
か
。

　

道
路
の
維
持
補
修
は
、
舗
装
修
繕
計

画
に
基
づ
き
工
事
を
実
施
し
、
通
行
者

の
交
通
安
全
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
児
童
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
小
学

校
の
校
舎
改
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

　

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
進
め
た
い
が
、
熱
中
症
対
策
や
災
害

発
生
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
る
た
め
、
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
を
現
在
優
先
的
に
進
め
て

い
る
。

　

令
和
８
年
度
末
に
は
小
・
中
学
校
全

て
の
体
育
館
に
空
調
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
喫
緊
の
課

題
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
面
に
も
配
慮

し
た
快
適
な
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
も
、

長
寿
命
化
計
画
な
ど
の
改
修
と
併
せ
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問 快

適
な
道
路
環
境
維
持
を

ど
う
進
め
る
の
か

Q
区
画
線
の
引
き
直
し
予
算

拡
大
、草
刈
り
３
回
に

A ◆
く
ら
し
を
守
る
安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り

町
　
長

　
自
治
会
で
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
用
の
半
額
上
限
10
万
円
を
自
治
会

に
補
助
し
て
い
る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

電
気
代
を
交
通
安
全
灯
の
よ
う
に
町
で

負
担
で
き
な
い
か
。

　
自
治
会
加
入
世
帯
の
減
少
で
、
自
治

会
運
営
が
厳
し
い
。
自
治
会
に
支
給
し

て
い
る
町
政
協
力
費
１
世
帯
当
た
り
１

５
０
０
円
を
増
額
す
る
考
え
は
。

　

自
治
会
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
進
め
て
い
る
第
６
次
総
合
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、
評
価
・
検
証
の
上
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

総
務
部
長

教
育
次
長

自
治
会
へ
の
町
政
協
力
費

の
増
額
は

Q
現
制
度
を
評
価・検
証
の

上
、検
討
し
て
い
き
た
い

A ◆
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

小
学
校
の
計
画
的
な
校
舎

改
修
を

Q
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
を
優
先

A ◆
ま
な
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

久御山中学校南側の町道

自治会で設置された
防犯カメラ

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔

自治会で設置された
防犯カメラ
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本
町
の
生
活
実
態
調
査
で
は
、
家
族

の
世
話
を
し
て
い
る
と
回
答
し
た
子
ど

も
が
10
％
程
度
い
る
。
こ
の
子
ど
も
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
可
能
性
は
。

　

可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
児
童
生
徒
が
、
家
族
の
世
話
を
過

度
に
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
調
査
し
な

い
と
判
断
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 
重
要
な
の
は
、
早
期
発
見
と
そ
の
支

援
で
あ
る
。
デ
ー
タ
連
携
な
ど
を
踏
ま

え
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
方
向
性

は
。

　

デ
ー
タ
連
携
は
、
不
登
校
な
ど
の
影

響
が
出
る
前
に
、
課
題
の
あ
る
家
庭
を

抽
出
し
、
早
期
支
援
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

現
在
策
定
中
の
こ
ど
も
計
画
を
基
に
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
各
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本
来
大
人

が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や
家

族
の
世
話
な
ど
を
、
子
ど
も
と
し
て
の

時
間
と
引
き
換
え
に
、
日
常
的
に
お
こ

な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
人
数
は
。

　

要
支
援
要
保
護
児
童
と
し
て
登
録
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
中
で
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
疑
い
が
あ
る
の
は
１
名
。

　
生
活
実
態
調
査
の
学
校
の
授
業
の
理

解
度
に
つ
い
て
、
低
所
得
層
の
約
18
％

が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
と
回
答
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
教
育
委
員
会
で
は

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　

内
閣
府
の
子
ど
も
生
活
状
況
調
査
に

お
い
て
も
、
全
国
的
に
同
様
の
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
が
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て

い
る
な
ど
、
色
々
な
要
因
が
あ
る
が
、

幼
少
期
か
ら
の
影
響
も
一
因
で
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
拡
充
事
業
の
ゆ
め
☆
ス

タ
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌｙ
、
今
ま
で
と
の
違
い

は
。

　

以
前
は
、
定
期
テ
ス
ト
前
な
ど
、
短

期
間
集
中
型
で
あ
っ
た
が
、
継
続
的
に

学
習
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
、
部
活
動
の
な
い
毎
週
水
曜
日
に
実

施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

生
徒
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
１
回

「
５
０
０
円
」
か
ら
「
３
０
０
円
」
へ

減
額
す
る
。

　
学
力
を
全
国
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
。

こ
れ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
学
力

向
上
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

　

言
語
力
の
育
成
、
ま
た
、
自
己
指
導

能
力
の
育
成
を
柱
と
し
た
久
御
山
学
園

園
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
の
中
で
、

学
力
向
上
に
向
け
た
指
導
、
支
援
を
進

め
て
い
く
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

民
生
部
長

町
　
長

本
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
数
は

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
疑
い

が
あ
る
の
は
１
名

A ◆
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

学
力
を
全
国
平
均
に
引
き

上
げ
る
た
め
の
考
え
は

Q
久
御
山
学
園
の
取
り
組
み

の
中
で
指
導
を
進
め
る

A ◆
学
力
向
上

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
長

ゆめ☆スタの様子

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志

ヤングケアラーの
支援に期待したい
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町
民
運
動
会
は
、
昭
和
42
年
か
ら
続

く
歴
史
あ
る
町
の
行
事
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
健
康
づ
く
り

を
お
こ
な
う
機
会
は
貴
重
で
あ
る
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
は
、
町

の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
今
後
も

開
催
は
続
け
て
い
く
。

　

様
々
な
年
代
の
方
が
参
加
で
き
、
手

軽
に
楽
し
め
る
種
目
の
導
入
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
も
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
京
都
に
拠
点
を
置
く
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
よ
る
体
験
型
ブ
ー
ス
の

設
置
や
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登
場

な
ど
、
運
動
会
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
を
検
討
し
て
い
る
。

　

中
央
公
園
再
整
備
事
業
に
伴
い
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い
間
は
、
町

内
の
小
中
学
校
で
継
続
実
施
す
る
。

　

再
整
備
完
成
後
は
、
人
工
芝
を
生
か

し
た
新
競
技
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
よ
り
魅
力
あ
る
町
民
運
動

会
を
企
画
し
、
参
加
自
治
会
や
参
加
者

数
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　
半
世
紀
以
上
も
長
く
続
い
て
き
た
町

民
運
動
会
。

　
５
年
前
に
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
中
止

に
な
り
、
そ
の
後
の
２
年
間
は
午
前
中

の
み
の
短
縮
開
催
。

　
昨
年
は
町
制
施
行
70
周
年
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ

参
加
者
は
減
少
。

　
会
場
の
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
工

事
の
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
、
使
用
で

き
な
い
。
今
後
の
開
催
は
。

　
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
35
回
を
数
え

る
歴
史
あ
る
大
会
で
あ
る
。

　
過
去
に
は
町
内
外
、
他
府
県
か
ら
、

２
千
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
と
応
援
者
、

大
会
を
支
え
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
集

う
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
今
後
の
開
催
見
通
し
は
。

　

久
御
山
町
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
長

年
開
催
さ
れ
て
き
た
行
事
で
あ
る
。

　

今
年
は
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
建
設
工
事
の

た
め
、
会
場
と
コ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
５
０
０
人
規
模
で
実
施
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
詳
細
は
未

確
定
だ
が
、
同
規
模
・
同
コ
ー
ス
で
１

月
末
頃
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
に
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
は
完

成
す
る
が
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
は
ま

だ
オ
ー
プ
ン
前
で
あ
る
た
め
、
施
設
の

周
辺
を
活
用
し
、
大
会
を
一
層
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
催
し
を
企
画
し
、
施
設

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
の
開
館
後
は
、
大
会

実
施
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
、
そ
の

機
能
を
存
分
に
活
用
す
る
。

　

ま
た
、
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維

持
に
着
眼
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ス
テ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
提
供
す
る
ホ
テ

ル
ル
ー
ト
イ
ン
京
都
久
御
山
が
開
業
す

る
。

　

参
加
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
。

質
　
問

質
　
問

半
世
紀
以
上
も
続
く
町
民

運
動
会
、
今
後
の
開
催
は

Q
よ
り
魅
力
あ
る
町
民
運
動

会
を
実
施
す
る

A ◆
本
町
の
社
会
体
育
事
業

教
育
次
長

教
育
次
長

長く続いてきた町民運動会

35回を数えるくみやまマラソン

おおみや たけし

大宮　竹志
動画はこちら
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小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
基
づ
く

基
本
方
針
と
は
。

　

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
経
済
の
発
展
及
び
国
民
生
活
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
基
本
方
針
に
従
っ
て
事
業
者
の
職
種

に
あ
っ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　

多
く
の
職
種
が
あ
り
細
分
化
さ
れ
て

い
る
中
で
、
基
本
的
に
は
、
中
小
企
業

全
体
が
対
象
に
な
る
よ
う
な
支
援
策
を

構
築
し
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
の
府
内
の
倒
産
集
計
で

は
前
年
か
ら
大
き
く
増
え
て
、
３
０
０

件
台
半
ば
に
達
し
て
い
る
。
原
材
料
価

　
小
規
模
事
業
者
の
現
状
は
、
物
価
高

に
よ
り
収
益
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、
コ
ス
ト
増
加
分
を
価
格
に
転

嫁
で
き
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
後
需
要
が
回
復
し
て
い
る
が
、
深

刻
化
し
て
い
る
人
手
不
足
の
解
決
策
は
。

　

Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
手
法
に
よ
る
事
業
の
効

率
化
を
図
る
。
就
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
事

業
に
よ
る
企
業
バ
ス
ツ
ア
ー
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
商
工
会
と
連
携
し
た
会
社
説

明
会
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
で
人
手
不

足
解
消
の
一
助
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

格
や
光
熱
費
、
人
件
費
な
ど
、
コ
ス
ト

上
昇
に
耐
え
き
れ
ず
経
営
破
綻
を
す
る

事
業
者
が
目
立
っ
た
。
こ
の
現
象
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

事
例
の
事
象
は
、
承
知
し
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
事
業
者
へ
の
支
援

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

　

次
年
度
策
定
予
定
の
「
産
業
振
興
計

画
」
に
、
よ
り
有
効
な
事
業
者
支
援
、

産
業
振
興
施
策
を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　
個
人
事
業
者
の
課
題
は
、
収
入
の
不

安
定
さ
や
、
イ
ン
ボ
イ
ス
適
格
請
求
書

保
存
方
式
制
度
や
電
子
帳
簿
保
存
法
改

正
へ
の
対
応
、
確
定
申
告
と
な
っ
て
い

る
。
所
得
税
は
０
円
で
も
消
費
税
は
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
業
を
促
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
国
に
お
い
て
導

入
さ
れ
た
消
費
税
を
社
会
保
障
費
な
ど

へ
の
安
定
財
源
と
し
て
確
保
す
る
た
め

の
税
制
改
革
の
一
環
。
廃
業
と
な
ら
な

い
た
め
の
方
策
と
し
て
は
コ
ス
ト
の
削

減
、
生
産
性
の
向
上
、
価
格
へ
の
転
嫁
、

新
商
品
の
開
発
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
現

状
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
、
そ
れ
に
対

し
て
具
体
的
な
対
策
の
実
施
が
重
要
で

あ
る
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
事
業

の
存
続
や
個
人
の
能
力
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
た
め
、
後
継
者
不
足
が
課
題

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

　

後
継
者
不
足
に
つ
い
て
は
、
他
企
業

に
よ
る
M
＆
Ａ
、
親
族
や
従
業
員
へ
の

継
承
な
ど
の
手
法
が
あ
り
、
経
営
継
承

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
も
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

事
業
環
境
部
長

事
業
環
境
部
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

小
規
模
事
業
者
の
人
手

不
足
の
解
決
策
は

Q
Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
手
法
に
よ
る

事
業
の
効
率
化
を
図
る

A ◆
小
規
模
事
業
者
の
現
状

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
業

を
促
し
て
い
る
の
で
は

Q
社
会
保
障
費
な
ど
へ
の

安
定
財
源
の
確
保
の
一
環

A ◆
事
業
倒
産
、廃
業
防
止

事
業
倒
産
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

Q
事
象
は
承
知
し
て
い
る
。

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く

A ◆
個
人
事
業
者
の
課
題

事
業
環
境
部
長

なかの

中野ますみ
動画はこちら

㈱帝国データバンク
「Business view」より作成

895
1,068

1,226

企業倒産・廃業状況
〈2022年～2024年〉

1,400
1,200
1,000
800
600
400
200
0

企業倒産件数
休廃業・解散件数

231

2022年 2023年 2024年

302 350
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多  気  町
三重県

　多気町は、平成18年１月１日に
旧多気町と旧勢和村が合併して誕
生した町で、人口は令和６年４月
で１万3,727人、三重県のほぼ中
央、松阪市と伊勢市の中間に位置
している自然豊かな町です。
　面積は103.17㎢。町の約半分は
住宅などの平野部、残り約半分は、
植林を中心とした山地となってい
ます。

　VISONは、紀勢自動車道勢和多気ICからほど近い山あい
に、2021年7月にグランドオープンした大型複合リゾート
施設です。
　敷地面積は35万坪、119万㎡、東京ドーム24個分相当の
広さを誇り、事業費は総額約220億円（商業部、約130億
円／ホテル部、約70億円／インフラ部、約20億円）。
　事業者名は合同会社三重故郷創生プロジェクト、運営会社
名はヴィソン多気株式会社で、費用のほとんどは民間企業に
よるものですが、アクアイグニス、イオンタウン、ファースト
ブラザーズ、ロート製薬の４社が主要出資者となっています。

　条件付完全自動運転LEVEL４のバスに
乗車。最大７人乗りで、実証実験中です
が、フィールド内でも一般車両とはガー
ドで隔てたコースを走行します。
　コンピューターを使ったセンサー感知
システムによる運行制御となっており、
車はエストニア製。現実的には一般道へ
の移行にはまだ課題があるとのことでし
た。

　多気町がVISON誘致に取り組まれた経緯として、「危機
感」があげられます。三重県の特に南部においては、2015年
と2020年の国勢調査の結果を見ても多いところで人口減少率
が15％に届きそうな自治体もあったことから、過疎化と捉え、
三重県全体でも大きな課題となっていました。
　多気町では、大手電機メーカーの液晶製造工場が誘致され
るなど、「危機感」の解消のために、積極的に開発をともな
う企業誘致に取り組んでこられましたが、好調に推移してい
るときにこそ、大きく依存している現実を見据え、平成にな
ってから、新たな工業団地の形成をめざしてこられました。
　ここで、さらに「持続性」を意識し、製造業以外の魅力づ
くりとしてVISONの誘致へと至ることになります。

町議会では、委員会や会派などで企画し、他の自治体や議会の取り組みを学ぶために視察
研修をおこなっています。視察研修で学んだことは、全員協議会という場で内容を報告し、
全議員と町長、副町長、教育長らと情報を共有しています(委員会視察研修のみ)。
今回は、総務事業常任委員会の視察研修の内容を報告します。

委 員 会 視 察 研 修 報 告

総務事業常任委員会 ２月19・20日

大型複合リゾート
（ヴィソン）

■大型複合リゾートVISON誘致の取り組みについて

　三重県の北部にあたる菰野町においてアクアイグニスが、
リゾート施設開発で成功を収めて注目されており、県下に次
の候補地を模索していたこともあり、多気町も声を上げるこ
とによって誘致に結びついたということです。
　当初はVISONと多気町だけで知見を生かした取り組みを
考えておられましたが、国（内閣府）の方から「効果が見込
めない」との指摘を受け、町長みずから、松阪市以南の自治
体へ打診することになります。結果として、多気町、明和町、
大台町、度会町、大紀町、紀北町の６町の広域連携で始まり
ますが、デジタル田園都市国家構想においては、大紀町が態
度保留を示され、５町で取り組むことになります。
　行政だけではなく業種を横断した32の企業にも参画しても
らい、大プロジェクトがスタートしていきます。

■デジタル田園都市国家構想と広域連携
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《議会モニター会議を開催しました》

編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

岩田　芳一
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
内田　孝司
松本　義裕

広報広聴委員会 　
新
年
度
を
迎
え
、
梅
は
「
冬
の
中

に
春
を
生
む
」
花
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
冬
を
越
え
て
、

皆
さ
ま
に
幸
福
の
春
が
届
き
ま
す
よ

う
に
。

　
今
後
も
、
親
し
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
編
集
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

岩
田
　
芳
一

２年間ありがとうございました

〇モニターをしたことで町政への関心は以前と比べて
大きくなったので、とてもいい経験をさせていただ
きました。
〇自分が住んでいる久御山町について色々知ることが
できてよかった。
〇ちょっと負担に感じるがいつも以上に議会だよりに
目を通すので良いと思います。
〇議員の皆さまと知り合えたりしながら、以前よりも
町のことに興味を持つようになり、議会だよりを
隅々まで読むようになりました。しかし、町を大き
く変えて行くには町長や役場の職員さん側も変わら
ないと発展は望めない気がしました。
〇今まで読んだことがなかった議会だよりを読んで町
政について考えることができたのはいい機会になっ
たと思います。
　また、議員の皆さま（ごく一部ですが）との交流も
できたので良かったです。
〇他の方の意見が聞けて考えさせられることもありま
した。町民の人口が減っていってるのが深刻だと思
います。

〇中央公園のリニューアル、期待している。
〇中学校体育館空調設備工事。ずっと気になってい
たのでよかったです。
〇みまきっこまんなか応援まちづくり事業。
〇毎度あまり興味が惹かれる内容があまりないとい
う印象です。自分の子どもが将来久御山に住みた
いと思える町はまだ先かなと思いました。（一般
質問や議題を見る限り）
〇このまちこのひとの村田様のことを、いつもきれ
いにして下さっている方だと子ども達はわかって
いて、ボランティアということが素晴らしいと。
ボランティア活動は自分の幸せのための活動です
という最後の言葉、とても共感できます。

第３期の皆さまによるアンケート回答は
こちらで終了となります。
貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。

２月16日（日）、議会モニター会議を開催し、第３期の
議会モニターの皆さまと意見交換をおこないました。
モニター活動の振り返りや日頃の町への思いなどに
ついてたくさんご意見をいただき、有意義な会議とな
りました。第３期の皆さま、ありがとうございました。

第４期議会モニターに
ご応募くださりありが
とうございました。８名
の方が決まりました。
１年間どうぞよろしく
お願いします。

議会モニター「アンケート」
前号（2／1号No.177)の議会モ
ニターさんからのアンケート回答
を紹介します。

特に興味・関心を持たれた
項目などは

議会モニターとして
取り組んだ感想は
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今
が
一
番
充
実
し
て
い
ま
す
！

銭
太
鼓
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

枚
方
市
の
保
育
園
の
給
食
調
理
師
と

し
て
勤
め
て
い
た
時
に
、
保
母
さ
ん
の

中
に
「
銭
太
鼓
」
を
し
て
い
る
方
が
い

て
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
門
真
の
銭
太
鼓
の
先
生
か

ら
「
認
知
症
予
防
に
も
良
い
」
と
誘
わ

れ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

枚
方
市
を
退
職
後
、
久
御
山
町
で

「
銭
太
鼓
さ
ざ
ん
か
」
と
い
う
名
の
サ

ー
ク
ル
を
結
成
し
、
平
成
31
年
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
に
も
登
録
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
は
？

　

現
在
、
銭
太
鼓
は
10
人
の
仲
間
と
一

緒
に
佐
山
の
公
会
堂
を
お
借
り
し
て
、

月
２
回
（
第
２
、
第
４
水
曜
）
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、

８
回
の
出
演

依
頼
を
受
け

ま
し
た
。

　

最
近
で
は

３
月
14
日
に

「
佐
山
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」

で
披
露
し
ま

し
た
。

今
が
一
番
充
実
し
て
い
ま
す
！

　

田
口
さ
ん
は
、
銭
太
鼓
の
ほ
か
、
郷

土
史
会
で
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
定
年

後
に
始
め
た
着
物
の
リ
メ
イ
ク
を
は
じ

め
、
若
い
人
に
は
洋
裁
を
教
え
る
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
テ
ニ
ス
や
体
操
で
体
を
動
か
し

た
り
、
麻
雀
で
は
頭
や
指
先
を
使
っ
て

の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
と
か
。

　

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
麻
雀
の
部

に
京
都
府
代
表
で
昨
年
と
３
年
前
の
２

回
も
出
場
し
た
凄
腕
で
す
。

　

仕
事
も
サ

ー
ク
ル
活
動

も
、
人
と
の

出
会
い
や
つ

な
が
り
か
ら

始
ま
り
ま
し

た
。

　

声
を
掛
け

て
も
ら
っ
て

一
歩
踏
み
出
せ
た
、
そ
の
こ
と
が
人
生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
「
今
が
一
番
充
実

し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.46

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
山
本
美
羽
さ
ん
で
す
。

や
ま
も
と
み
ゆ
う

山本 美羽さん
（久御山中学校３年生）

　

美
術
部
の
山
本
さ
ん
は
、
表

題
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
、

何
度
も
下
書
き
し
て
赤
、
黄
、

緑
を
基
調
と
し
た
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
３
つ
の
図
案
を
作
成
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
か
ら
、

緑
豊
か
な
久
御
山
町
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
緑
を
基
調
と
し
た
作

品
を
選
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

進
路
は
、
ま
だ
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
で
し
た
が
、
将
来
は

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た

い
と
い
う
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

田口 かすみさん（85歳）
銭太鼓「さざんか」代表
（下津屋在住）

た ぐち

　
銭
太
鼓（
ぜ
に
だ
い
こ
）は
、出
雲

地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
独
自
の

楽
器
で
、竹
筒
の
中
に
取
り
付
け

ら
れ
た
銭
が
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
鳴
る
音

を
利
用
し
た
リ
ズ
ム
楽
器
で
す
。
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